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令和８年岐阜県地価調査の結果について 
 

 本調査は、国土利用計画法による土地取引の規制を適正かつ円滑に実施するために、同法施

行令第９条第１項に基づき、７月１日現在の基準地の標準価格を調査し、その結果を公表する

ものです。 

 これは、地価公示法に基づき国（土地鑑定委員会）が実施している標準地の公示価格とあわ

せて公的土地評価体系の確立を図るとともに、一般の土地取引価格の指標となります。 

 
１ 令和８年地点数  ３６５地点 

［宅地３５７地点（住宅地２４８地点､商業地８４地点、工業地２５地点）、林地８地点］ 
 
２ 対前年平均変動率と平均価格 
 
（１）宅地 

用  途 
令和８年 令和７年 

対前年平均変動率 平均価格(円/㎡) 対前年平均変動率 平均価格(円/㎡) 

住 宅 地 △0.7％(39位) 33,300円(22位) △0.8％(42位) 33,000円(21位) 

商 業 地   0.8％(24位) 93,900円(21位)   0.7％(20位) 91,000円(22位) 

工 業 地   1.5％(27位) 22,000円(22位)   1.1％(30位) 21,100円(24位) 

全 用 途 △0.2％(30位) 46,800円(23位) △0.3％(34位) 46,100円(23位) 

     注１）対前年平均変動率は、各用途内における継続調査地点の対前年変動率の和を当該用途毎の継続調査地点数で除し 

たもの。 
     注２）全用途は、住宅地、商業地及び工業地の平均。 

注３）( )は、全国順位。 

 
（２）林地 

用  途 令和８年 令和７年 

対前年平均変動率 平均価格(円/10ａ) 対前年平均変動率 平均価格(円/10ａ) 

林  地 △1.8 ％ 384,900円 △2.0 ％ 391,200円 

注１）対前年平均変動率は、継続調査地点の対前年変動率の和を当該継続調査地点数（８地点）で除したもの。 
 
３ 調査結果における特記事項 
 
（１）概要 
   全国の地価は景気が緩やかに回復している中、全体として上昇基調が続いている。本県

も対前年平均変動率の下落幅が縮小した。住宅地は△０．７％（前年△０．８％）と下落

幅が縮小、商業地は０．８％（前年０．７％）となり３年連続で上昇、工業地は１．５％

（前年１．１％）上昇し、５年連続で上昇した。 
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（２）継続地点でみた地価上昇・横ばい・下落の地点数（林地を除く） 

 Ｒ８年（今回） Ｒ７年（前回） 

 住宅地 商業地 工業地 計 住宅地 商業地 工業地 計 

上昇地点 ３８ ３１ １７ ８６ ３８ ２９ １７ ８４ 

横ばい地点 ４６ ２９ ６ ８１ ４１ ２６ ２ ６９ 

下落地点 １５８ ２４ ０ １８２ １７０ ２８ ４ ２０２ 

合  計 ２４２ ８４ ２３ ３４９ ２４９ ８３ ２３ ３５５ 

 
（３）県内最大上昇率地点（２位以下は資料４のとおり） 

（住宅地）   

基準地番号 所在地 最寄駅 R８年 R７年 

多治見(県)－11 多治見市音羽町1丁目16番4 多治見駅 500m 3.8% 3.9% 

 

（商業地）    

基準地番号 所在地 最寄駅 R８年 R７年 

高山(県)5-1 高山市本町1丁目45番 高山駅 800m 14.8% 17.3% 

 

（工業地）   

基準地番号 所在地 最寄ＩＣ R８年 R７年 

本巣(県)9－2 本巣市国領字姥子田194番外 大野神戸ＩＣ 4.4% 3.4% 

 

（４）県内最大下落率地点（２位以下は資料５のとおり） 

 所在地 最寄駅 R８年 R７年 

（住宅地） 
岐阜(県)－6 

岐阜市大洞桜台6丁目52番 岐阜駅13km △3.6% △3.5% 

（商業地） 
飛騨(県)5－1 

飛騨市古川町金森町12番20外 飛騨古川駅80m △3.1% △3.6% 

 
（５）住宅地について 

  ・ 対前年変動率が３８地点で上昇し、対前年平均変動率の下落幅は縮小した。 

  ・ 希少性の高い優良住宅エリアや交通利便性に優れたエリアは引き続き上昇した。 

特に名古屋市中心部へのアクセスが良好な駅徒歩圏内のエリアは比較的高い上昇となっ

た。 

  ・ 建築資材や人件費の高騰により土地の需要は減少傾向にある。 

   

（６）商業地について 

  ・ 対前年変動率が３１地点で上昇し、対前年平均変動率は３年連続の上昇となった。 

  ・ 景況感の改善に伴い、駅徒歩圏内の商業エリアや集客性の高い路線商業のエリア等を

中心として上昇地点が確認された。 

  ・ 高山市内中心部においては、大手資本による新規のホテル開発計画が複数顕在化して

いる。欧米豪の割合が高まっていることから旅行消費単価が大きく上昇した。 

  ・ 旧来からの商店街や繁華性の乏しいロードサイドについては、背後人口の減少に加え、

大型商業施設への顧客流出により、閉鎖店舗が相次いだことから相対的に大きな下落と

なった。 

 

 

 

 

 

 

 



 

（７）工業地について 

  ・ 対前年変動率が１７地点で上昇し、対前年平均変動率は５年連続で上昇した。 

  ・ 製造業が比較的堅調であったことから、工場用地に対する需要は、引き続き好調に推

移した。 

  ・ 令和７年８月３０日に東海環状自動車道の本巣インターから大野神戸インターが開通

した。西は名神高速道路、東は中央自動車道とつながる新たな環状道路ネットワークの

完成に伴い、物流面での経済効果が期待されている。 
 
（８）県内最高価格地点について（２位以下は資料６のとおり（工業地を除く）） 

 所在地 
（最寄駅又は工場名） 

R８年価格 
（R７年価格） 

R８年 R７年 

（住宅地） 
岐阜(県)－38 

岐阜市金町6丁目17番1 
（岐阜駅 600m） 

332,000円/㎡ 
(329,000/㎡) 

0.9% 1.9% 

（商業地） 
岐阜(県)5－19 

岐阜市吉野町5丁目17番外 
（大岐阜ビル） 

710,000円/㎡ 
(701,000円/㎡) 

1.3% 2.3% 

（工業地） 
各務原(県)9－1 

各務原市ﾃｸﾉﾌﾟﾗｻﾞ1丁目15番 
（(株)メニコン） 

34,500円/㎡ 
(33,900円/㎡) 

1.8% 0.3% 

※住宅地は３年連続、商業地は１９年連続、工業地は７年連続県内最高価格 
 
（９）全国の状況 

区 分 
住宅地 商業地 工業地 全用途 

R８年 R７年 R８年 R７年 R８年 R７年 R８年 R７年 

全 国      

 

1.0% 1.0% 2.9% 2.8% 3.3% 3.4% 1.5% 1.5% 

三大都市圏 3.2% 3.2% 7.4% 7.2% 6.2% 6.1% 4.4% 4.3% 

(東 京 圏    ) 4.0% 3.9% 8.9% 8.7% 6.4% 6.7% 5.4% 5.3% 

(大 阪 圏    ) 2.3% 

 

2.2% 6.8% 6.4% 7.4% 6.8% 3.6% 3.4% 

(名古屋圏) 1.5% 1.7% 2.7% 2.8% 3.3% 2.5% 1.9% 2.1% 

地 方 圏      0.1% 0.1% 0.9% 1.0% 2.3% 2.4% 0.4% 0.4% 

岐 阜 県      △0.7% △0.8%   0.8% 0.7%   1.5%   1.1% △0.2% △0.3% 

（変動率順位） ３９位 

 

４２位 ２４位 

 

２０位 ２７位 

 

３０位 ３０位 

 

３４位 

 


